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「生活を工夫し創造する能力」の育成を目指した
学習指導法の工夫

－基礎的・基本的な知識及び技術の活用を通して－

基礎的・基本的な知識及び技術を活用し，「生活を工夫し創造する能力」を育成するため

の実践例として，「材料と加工」の内容における製作品の題材例や，「エネルギー変換」の

内容における学習シート・カードの活用例について紹介する。

対象

校種

中学校

特別支援学校

幼稚園

高等学校

小学校

１ 「生活を工夫し創造する能力」とは

「生活を工夫し創造する能力」とは，学

力の三要素の中の「知識・技能を活用して

課題を解決するために必要な思考力・判断

力・表現力等」を踏まえて整理されている

技術・家庭科の評価の観点である。

具体的には，生活する上で直面する様々

な問題の解決に当たり，今まで学んだ知識

と技術を応用した解決方法を探究したり，

組み合わせて活用したりすること，それら

を基に自分なりの新しい方法を創造するこ

となど，実際の生活の中に生かすことので

きる能力であると捉えている。

２ 基礎的・基本的な知識及び技術の活用に

つなげる二題材制の導入

生徒は，家庭等において，木材等を使っ

た製作の経験や工具などの使用経験が少な

いため，工具の仕組みや使用方法等につい

て理解はするものの，すぐに主題材の製作

を行うと，うまくいかずに製作意欲が低下

する生徒もいる。

そこで，「練習題材」と「主題材」の二

つの題材を製作工程ごとに並行して作業を

進める二題材制を導入する。まず，練習題

材を設定して学習内容を確認しながら工具

を使用する機会を設け，基礎的・基本的な

知識の定着を図るとともに，少しずつもの

づくりに関する技術を向上させていく。そ

の後，主題材の製作に取り組ませることで，

身に付けた基礎的・基本的な知識及び技術

の活用を通して，製作に関する意欲が高ま

り，「生活を工夫し創造する能力」が育成

されると考える。

次ページの図１は，練習題材を取り入れ

た授業展開のイメージ図である。

練習題材で，製作工程ごとに，基礎的・

基本的な知識及び技術の定着と向上を図り，

主題材の製作作業に取り組める流れとする。

「材料と加工」に関する内容において必

要となる製作工程は，さしがねによる「け

がき」，両刃のこぎりでの「切断」，かん

なでの「切削」，げんのうや四つ目ぎりを

使った「組立」，はけやニスで行う「仕上

げ」である。
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図１ 練習題材を取り入れた授業展開の例

したがって練習題材としては，これらの

製作工程を全て含み，完成後は家に持ち帰っ

て活用できる「鍵掛け」等の製作が有効で

ある。

図２及び写真１は，その設計図及び完成

の写真である。

指導に当たっては，それぞれの製作工程

で初めて使用する工具もあるため，作業が

うまくいかない場合でも再度取り組めるよ

うに，予備の材料を多めに準備し，基礎的・

基本的な技術の定着を図るようにしたい。

３ 「生活を工夫し創造する能力」を育成す

る主題材の製作

主題材の製作品については，「生活に役

立つものを作ろう」という題材にし，生徒

自身の生活の中で必要とするものをテーマ

に，設計・製作させる。

 

 
 
 

（ 従来の製作題材を「主題材」とし，副題材を「練習題材」とする。） 
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限られた授業時数の中で効率よく取り組

ませるために，ある程度加工されたキット

教材を使用する学校も多いと思われるが，

生徒に達成感や成就感を更に味わわせるた

めには，製作するものの構想を考えさせ，

設計してから製作させることがより有効で

ある。しかしながら，使用目的や用途を考

えて設計したり，自分なりに構造やデザイ

ン等を工夫したりした経験をもつ生徒は少

ないと考えられる。

そこで，「生活を工夫し創造する能力」

を育成し，生徒に達成感や成就感を味わわ

せるために，１枚板からの自由設計による

製作を行うことを提案する。

自由設計にすることで，生徒は，身に付

けた基礎的・基本的な知識及び技術を活用

して，自分自身が本当に生活の中で必要と

するものは何かを考え，製作しようとする。

そうすることが，「生活を工夫し創造する

能力」の育成につながると考える。

具体的には，年度当初のガイダンスにお

いて，材料となる１枚板を提示して学習内

容について見通しをもたせる。その際，寸

法や材質等も知らせ，普段の生活の中から

生活に必要なもの（製作したいもの）を考

えさせておく。そして，構想を図に表す方

法を学習した後に，家庭学習の課題として

構想図を作成させる。このようにして作成

した構想図の例が次ページの図３である。

図２ 練習題材「鍵掛け」の設計図（２人分） 写真１ 練習題材「鍵掛け」

 

50
 

50
 



- 3 -

図３ 生徒の構想図

（吹出しは教師から見た構想のよい点）

自由設計にすることで，生徒一人一人が

工夫し創造しながら作品を製作することが

できるが，材料取りの際は寸法等に間違い

がないか，確認を確実に行う必要がある。

そこで，材料取りを終えた後，図４のよう

なチェックカードを活用し，まずは生徒相

互に点検させるとよい。

図４ 「材料取り」チェックカード

なお，材料取りの作業と相互チェックを

長期休業前に終えさせ，指導者は長期休業

等を利用して，確認と修正を行うなどする

と効率的である。

写真２は，このような取組を通して，生

徒が一枚板(1200×210×12mm)を材料とし

て工夫し，製作した主題材の作品例である。

写真２ 生徒の製作品例

４ 学習内容のつながりをマップ形式で表し

た関連シートの活用

「エネルギー変換」の内容に関する学習

についても，「生活を工夫し創造する能

力」を育成するためには，基礎的・基本的

な知識及び技術を確実に習得させ，課題を

追究させる場面等で，それらを適切に活用

させることが必要である。

そこで，基礎的・基本的な知識及び技術

を整理し，他教科や小学校の学習内容との

つながりをマップ形式で表した関連シート

を作成し活用することを提案する。次ペー

ジの図５は，「エネルギー変換に関する技

術」において，題材を通して活用する「エ

ネルギー変換関連シート」の例である。

このように，既習事項については，導入

時に他教科や小学校における学習内容を想

起させることで，必要に応じて活用できる

ように工夫する。また，学習してきた内容

を図式化し，視覚的に示すことで，既習事

項と本題材，本時との関連を意識させるこ

とができる。さらに，このシートを課題追

究の場面で補助資料として活用させること

で，生徒は，今まで学習してきた内容との

つながりも踏まえながら取り組み，既有経

験も生かしながら課題の解決を目指して，

自分なりに工夫し創造していくことができ

る。
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図５ 基礎的・基本的な知識及び技術を活
用するための「エネルギー変換関連
シート」の一部

５ 基礎的・基本的な知識及び技術を整理し

た「ヘルプカード」の活用

図６は，題材内で学習した基礎的・基本

的事項を整理した「ヘルプカード」である。

題材内の既習事項が詳しく整理されたこ

のカードを各班に配布し，班ごとに行う実

践的・体験的な学習活動や課題追究の場面

における話合い等で活用することで，習得

した知識や技術を振り返りやすくする。それ

により，生徒は題材内で習得した基礎的・

基本的な知識や技術を応用した解決方法を

探究したり，それらを組み合わせて活用し

たりしながら，自分なりの考えを創造する

など，適切に活用しながら「生活を工夫し創

造する能力」を育成していくことができる。

図６ 回路設計に必要な既習内容を整理し
た「ヘルプカード」

これからの社会を生きる生徒に必要な資

質・能力は，「何を知っているか，何がで

きるか（個別の知識・技能）」だけでなく，

「知っていること・できることをどう使う

か（思考力・判断力・表現力等）」，「ど

のように社会・世界と関わり，よりよい人

生を送るか（学びに向かう力，人間性

等）」である。

技術・家庭科の学びとして，工夫するこ

と，創造することは，生涯学び続ける人間

として必要な「学びに向かう力」を育成し

ていくことである。これらの実践例を参考

にし，各地域や学校において，生徒の「生

活を工夫し創造する能力」の育成を目指し

た学習活動が展開されていくことを期待し

ている。
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